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高　 齢　 者　 の 　皮 　膚　 と　 栄 　養テーマ別特集

健康な皮膚を保つために日頃からできること（後編）　

テーマ別特集では在宅医療・介護に関するテーマに沿って多職種が意見交換することで、実践にあたって内在する課題や、その解
決に向けた多職種へのお願いなど、医療・介護関係者に有益な情報を紹介します。

食事の効果と食べる楽しみ

工藤氏　要介護度が高いほうが褥瘡などの皮膚トラブルが起
こりやすいと想像してしまうのですが、実際はいかがです
か。
伊奈氏　そうですね、要介護度というよりは運動機能の低下
が大きな原因です。歩ける方でも座ってばかりいると仙骨部
などに発赤ができ褥瘡になってしまう方もいます。皮膚トラ
ブルを起こしやすい方は主に光老化が進んでいる方や痩せて
骨が出っ張っている方です。肥満体型の方は痩せ型の方に比
べ栄養状態がよく皮膚トラブルは少ないように思います。
松岡氏　病院で褥瘡チームが介入している患者さんのなかに
は経口摂取ができず輸液管理をしている方や看取りの方が多
いですが、食べられていない方に褥瘡の発生が多いのでしょ
うか。
伊奈氏　活動量が低下した方や痩せている方が、発熱などで
急に食べられなくなったことをきっかけに褥瘡が発生するこ
とは多いですね。診察時によく食事量を確認しますが、半分
～全量摂取しているという話を聞けばこの方の褥瘡は治るだ
ろうなと予測がつきますが、あまり摂取できていないと聞く
と治るのは難しいかなと感じます。十分食べられない代わり
に栄養補助食品を使うことも有用ですが、食事は毎食いろい
ろなものや形が出てくるところに楽しみがありそれが食欲に
繋がると思いますので、やはり頑張って食事を摂取してほし
いと思うところです。
松岡氏　そうですね。ただ、入院中の患者さんは食欲がない
方も多く、アイスやジュースであれば口にできそうという声

もあり、栄養補助食品は栄養を補給するために必要な食品の
一つだと感じています。食べる意欲に繋げるためには誰かと
食事をするということが大事だと思います。そうは言っても
一人暮らしの方は大変かもしれませんが、受診の時に病院の
スタッフと話したり、帰りの薬局で薬剤師と話したりして、
少しでも明るい気持ちになることで食べる意欲が増して、食
事量が増えることに繋がればいいなと思います。
工藤氏　そうですね。薬局でも積極的に話を聞くようにして
います。

悪化する前の予防が大切

工藤氏　褥瘡にまでなってしまうと薬を使った治療がメイン
になりますよね。褥瘡のケアについて、施設などに訪問した
時に感じることはありますか。
伊奈氏　褥瘡のケアについては薬も固定方法も種類がたくさ
んありますので、その時の状態に応じて使用する薬やガーゼ
の厚さ、固定の仕方も変えるようにしていて、施設職員に方
法を伝えています。また、どの姿勢でできた褥瘡なのかを見
極めることも重要です。それと体圧分散マットレスの導入の
必要性やエアマットの体重設定が適切であるかもチェックし
ます。訪問して診療する場合、褥瘡を管理している状況を把
握して処置等の指導をします。どういうところを注意した
り、気をつけて変えたらいいかというのは可能な限りお伝え
できるよう努めています。
工藤氏　一度褥瘡になると治すのも難しくなりますので、
しっかり栄養を摂って、スキンケアをして褥瘡を予防すると

いうことが大事になりますね。予防でいうと、例えばオムツ
を使用されている方に抗真菌剤入りのボディーソープを使用
することなどでも皮膚の状態は良くなってくるという話も聞
いています。
伊奈氏　そうですね。清潔に保つ、それから保湿する、皮膚
トラブルを防ぐために最も大事なことです。少し話が逸れま
すが、訪問すると使いかけの外用剤がいっぱいある方をよく
お見かけしますが、何かいい対策はありませんか。
工藤氏　それについては薬剤師も悩ましく思っているところ
です。適量よりも少なく塗られている方が多く、余ってしま
うのではないかと感じます。薬局でも塗り方や適量について
は、例えば保湿剤はティッシュを付けて落ちない程度に塗る
（写真参考）、軟膏などは手のひら2枚分の塗布面積に大人
の人差し指の先から第一関節まで薬を乗せた量を塗布するな
ど具体的なことを指導してはいるのですがね。
伊奈氏　なかなか難しいとは
思います。診察に来て薬がど
のくらい残っているか聞く
と、まだまだあると言われる
ことがよくあります。保湿剤
でも軟膏でも、もっとつけて
くれれば良くなるはずなのに
と感じることが多いです。保
湿は潤いだけでなく皮膚の防
御機能を上げますので、症状
が軽いうちから手入れをする
ことが良いとわかってもらい

たいですね。
工藤氏　ひどい状態になって治療が必要になる前に、予防の
段階から積極的に対策して欲しいと薬剤師としても思うとこ
ろです。

気づき、声を掛け合う

工藤氏　最後になりますが、関係者に伝えたいことはありま
すか。
松岡氏　私は日頃から些細なことでも様子を見て関係者と直
接話をするよう心がけています。そのような姿勢を続けてい
くうちに、相手からも教えてもらえるような関係づくりがで
きたりもします。院内カンファレンスなどの場で自分の考え
を伝えつつ、アドバイスももらい解決に向けて支援していけ
ればと思います。皮膚と栄養に関しては、やはりどの方も低
栄養を防ぐことが一番の目標だと思いますので、自分の食べ
られる食材や形態から3食摂る生活をしていただきたいと思
います。
伊奈氏　私もケアをする方に伝えたいことは、皮膚を見て変
わりがないか毎日観察してほしいということです。観察を続
ければ変化に気づきやすくなります。変わったことがあれば
早めに気づいて対応してほしいと思います。
工藤氏　薬剤師として薬の塗り方については、初回だけでな
く定期的に確認していかねばと改めて感じました。また、薬
以外でもどこに相談したらいいかなどのアドバイスはできま
すので、処方せんの有無に関わらず薬局を使ってもらえれば
と思います。ありがとうございました。

伊奈　慎介 氏
早川眼科伊奈皮ふ科医院　医師
外来のほか、往診にて皮膚科診療を
実施。介護施設からの外来患者に対
応することも多い。

松岡　幸子 氏
市立秋田総合病院　管理栄養士
外来患者の栄養指導や入院患者の
栄養管理のほか、院内のチーム医療
にも携わっている。

工藤　直人 氏
アイリス薬局　薬剤師
薬局での調剤業務のほか在宅(個人
宅、施設)で服薬指導もしている。

前編では高齢者の皮膚と食事の関係や、スキンケアの方法、おすすめの食べ方の工夫などについてご紹介しました。
後編では食事摂取による効果、皮膚トラブルの予防などについてご紹介します。
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日頃からの積み重ねたケアが大きな皮膚
トラブルを避けることに繋がると知り
ました。声を掛け合い、高齢者
へ手厚いケアができることに
つながればと思いました。

髙橋

ナラティブブックは患者さんの情報を本人の情報管理の下
にインターネットを使い、本人や家族および医療介護従事
者間で共有する仕組みです。情報は、利用者がスマホやパ
ソコンをから投稿することで、本人が許可した範囲内でタ
イムリーに共有することができます。またナラティブブッ
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想いを、本人・家族・医療福祉介護従事者の間で確認し、
本人の想いに寄り添う最適な医療や介護サービスにつなげ
ることができるようになります。
ナラティブブック秋田に関するお問合せ
一般社団法人秋田県医師会　事務局
　電話　018-833-7401（代）
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ナラティブブック秋田
（秋田県在宅医療・介護ＩＣＴ連携促進事業）のご紹介

感　　想

食事を摂ることの大切さを
改めて考える機会になりま
した。とても楽しく参加さ
せていただきました。

伊奈

新たな“気づき”がたくさんありました。それぞれの専
門職が役割を果たし、多職種が連携し問題を共有して解
決していくことの重要性を改めて感じました。

工藤

職場を越えてお話する機会
をいただき、とても貴重な
時間でした。

松岡


